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組合未加入者をご紹介ください

仲間を増やそう仲間を増やそう

11月の組織人員

4,796人（ ）加 入
16人

　

ク
マ
の
被
害
、
目
撃
情

報
は
無
く
な
る
ど
こ
ろ
か

増
え
て
い
る
。
秋
田
市
内

の
小
中
学
校
で
は
、
保
護

者
に
子
ど
も
の
送
迎
を
呼

び
か
け
た
り
、
県
警
が
見

守
り
を
強
化
し
た
り
と
異

常
事
態
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　

ク
マ
に
よ
る
被
害
が
全

国
で
相
次
ぐ
中
、
11
月
５

日
現
在
、
襲
わ
れ
て
死
亡

し
た
人
の
数
は
13
人
に
の

ぼ
り
過
去
最
悪
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
も
、
ク

マ
被
害
の
特
集
を
組
む
ほ

ど
深
刻
な
状
況
が
全
国
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

秋
田
市
の
千
秋
公
園
も

ク
マ
２
頭
が
捕
獲
・
駆
除

さ
れ
、
一
時
閉
鎖
が
解
除

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
周

辺
で
の
目
撃
が
相
次
ぎ
、

再
び
入
場
が
規
制
さ
れ
た
。

目
撃
が
確
認
さ
れ
た
近
隣

の
施
設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
は
、
自
動
ド
ア
の
電
源

を
切
り
、
手
動
に
し
て
侵

入
し
な
い
対
策
が
取
ら
れ

て
お
り
、
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
散
歩
が
日
課

だ
っ
た
人
も
気
楽
に
出
来

な
い
日
が
続
く
。
秋
田
を

訪
れ
た
旅
行
者
も
ク
マ
よ

け
の
鈴
を
買
っ
て
き
た
と

話
し
て
い
た
。

　

目
撃
が
落
ち
着
く
ま
で
、

外
出
の
際
は
警
戒
を
続
け

た
い
し
、
一
日
も
早
く
、

普
通
の
日
常
生
活
が
戻
る

こ
と
を
願
う
。
観
光
客
が

安
心
し
て
秋
田
を
訪
れ
て

欲
し
い
。

山
王
四
丁
目

賃
金
引
上
げ
・
処
遇
改
善
を
要
望

秋
田
県
と
意
見
交
換

趣旨説明をする千葉組合長

全体会議の様子

ま
し
た
。

　

高
橋
建
設
政
策
課
長
は

「
今
、
秋
田
県
で
も
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
と
い

う
こ
と
で
建
設
産
業
の
担

い
手
不
足
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
の
要
請
項

目
に
つ
い
て
真
摯
に
受
け

止
め
お
答
え
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
課
よ
り
回
答
が
あ

り
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

す
る
こ
と

回
答
・
条
例
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
本
年
12
月
か
ら

全
面
施
行
と
な
る
第
三

次
・
担
い
手
３
法
な
ど
の

現
行
制
度
を
最
大
限
に
活

用
し
、
県
内
建
設
業
に
お

け
る
賃
金
水
準
の
向
上

（
標
準
労
務
費
の
勧
告
）

や
労
務
費
の
行
き
渡
り
に

向
け
た
取
組
（
建
設
Ｇ
メ

ン
調
査
と
の
連
携
）
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

賃
金
の
下
限
額
が
定
め
ら

れ
た
公
契
約
条
例
に
つ
い

て
、
法
制
上
の
課
題
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
と
も
他
県
の
動
向
を
注

視
し
研
究
を
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。

３
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

を
促
進
す
る
こ
と

回
答
・
経
営
事
項
審
査
に

加
え
て
総
合
評
価
落
札
方

式
の
入
札
に
お
い
て
も
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録
や
活
用
に

対
し
て
加
点
措
置
を
行
っ

て
お
り
、
事
業
者
登
録
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
現
場
で
の
活
用

拡
大
に
向
け
た
、
普
及
促

進
策
の
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

４
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

回
答
・
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

子
育
て
世
帯
・
移
住
世
帯

の
居
住
環
境
向
上
や
一
般

世
帯
の
断
熱
・
省
エ
ネ
改

修
等
を
支
援
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
政
策
目
的
の

実
現
に
資
す
る
取
組
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

千
葉
組
合
長
は
「
建
設

技
能
者
の
賃
金
引
上
げ
、

処
遇
改
善
な
ど
国
と
業
界

全
体
で
一
致
し
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

物
価
上
昇
が
続
き
仲
間
の

生
活
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
建
設
業
の
持

続
的
発
展
に
向
け
て
、
適

正
水
準
の
賃
金
支
払
い
と

法
定
福
利
費
の
確
保
、
適

正
な
価
格
転
嫁
な
ど
に
つ

い
て
適
切
な
施
策
を
講
じ

て
ほ
し
い
」
と
趣
旨
説
明

を
し
て
要
請
書
を
手
渡
し

　

10
月
28
～
29
日
に
、
佐

賀
県
佐
賀
市
「
佐
賀
市
文

化
会
館
」
で
全
建
総
連
第

66
回
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
、
52
県
連
・
組
合
か
ら

１
２
６
５
人
、
秋
田
建
労

か
ら
千
葉
直
樹
組
合
長
ら

13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
委
員
長
が

「
国
交
省
中
央
建
設
業
審

議
会
が
12
月
に
は
労
務
費

の
基
準
を
勧
告
す
る
運
び

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
足
掛
か
り
に
、
賃
金
・

単
価
を
大
き
く
引
き
上
げ

る
処
遇
改
善
や
、
担
い
手

確
保
・
育
成
を
進
め
る
。

そ
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
へ

の
対
応
、
建
設
国
保
の
育

成
・
強
化
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

利
用
拡
大
、
そ
し
て
60
万

人
組
織
へ
の
早
期
回
復
、

ま
た
、
核
兵
器
廃
絶
、
憲

法
９
条
を
守
る
取
り
組
み

が
必
要
」
な
ど
と
述
べ
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
今
年
か
ら
２

日
開
催
と
な
り
１
日
目
の

本
会
議
、
２
日
目
の
分
科

会
、
本
会
議
を
通
じ
て
討

議
が
行
わ
れ
、
経
過
、
方

針
を
採
決
・
承
認
し
、

「
65
年
の
歴
史
を
誇
り
に
、

未
来
に
つ
な
ご
う
団
結
の

力
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
す
る
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
大
会
宣
言
を
採
択
・

確
認
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
鈴
木

委
員
長
、
小
倉
書
記
長
の

再
任
な
ど
新
役
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

１
、
改
正
担
い
手
３
法
の

効
果
を
実
現
す
る
た
め
に
、

建
設
現
場
従
事
者
全
体
の

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

労
働
条
件
改
善
の
施
策
を

講
ず
る
こ
と

回
答
・
昨
年
６
月
の
「
建

設
業
法
」
改
正
に
よ
り
、

中
央
建
設
業
審
議
会
が

「
労
務
費
の
基
準
」
を
作

成
・
勧
告
す
る
ほ
か
、
こ

の
額
を
著
し
く
下
回
る
見

積
の
提
出
や
見
積
依
頼
を

禁
止
す
る
と
と
も
に
、
原

価
割
れ
契
約
の
禁
止
を
受

注
者
に
も
導
入
す
る
な
ど
、

労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向

け
た
取
組
が
一
層
強
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
年
12
月
の
施
行

ま
で
に
出
さ
れ
る
国
の
方

針
に
基
づ
き
、
建
設
業
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

民
間
発
注
者
を
含
め
広
く

建
設
業
者
へ
周
知
を
図
る

ほ
か
、
今
後
、
国
の
建
設

Ｇ
メ
ン
調
査
に
お
い
て
賃

金
支
払
い
に
関
す
る
効
果

的
な
調
査
手
法
が
示
さ
れ

れ
ば
、
県
の
下
請
負
等
実

地
調
査
に
お
い
て
も
導
入

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
、
公
契
約
条
例
を
制
定

全建総連
第66回定期大会

賃金・単価の引き上げ、
処遇改善、担い手確保・育成を

　

11
月
14
日
、
組
合
本

部
大
会
議
室
で
第
４
回

執
行
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

執
行
委
員
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

１
．
報
告
事
項

①
自
治
体
交
渉
に
つ
い

て
②
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
③
連
合

秋
田
役
員
推
薦
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
協
議
事
項

①
選
挙
管
理
委
員
選
任

の
件
は
、
石
田
誠
（
秋

田
南
）、
門
間
勉
（
天

王
）、
牧
野
一
徳
（
三

種
）、柴
田
吉
伸（
横
手
）

令
和
８
年
１
月
か
ら
連

合
の
中
央
会
費
制
度
導

入
に
よ
り
、
納
入
単
価

と
納
入
人
員
を
調
整
す

る
こ
と
で
現
行
の
会
費

納
入
額
を
超
え
な
い
こ

と
、
⑤
組
合
規
約
の
改

正
の
件
で
は
、
令
和
８

年
度
の
執
行
委
員
の
定

数
の
見
直
し
、
⑥
専
門

部
統
合
の
件
で
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
社
保
共

済
福
祉
部
と
労
働
対
策

部
を
統
合
し
て
「
社
保

労
対
部
」
と
し
、
常
任

執
行
委
員
１
名
減
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

の
選
任
、
②
第
69
回
定
期

大
会
開
催
要
綱
（
案
）
の

件
は
、
令
和
８
年
３
月
19

日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
秋
田
で
開
催

す
る
こ
と
を
決
定
、
③
一

人
親
方
労
災
保
険
料
徴
収

方
法
変
更
の
件
は
、
令
和

８
年
度
か
ら
４
月
の
口
座

振
替
１
回
で
納
入
し
て
も

ら
う
こ
と
、
④
連
合
秋
田

会
費
納
入
変
更
の
件
は
、

第
4
回

執
行
委
員
会

要
請
項
目
と
県
回
答

　

11
月
11
日
、
秋
田
県
に
対
し
「
建
設
労
働
者
職
人
の
処
遇
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
要
請
書
」
を
提
出
し
意
見
交
換
を
行
い
、

組
合
か
ら
は
千
葉
直
樹
組
合
長
ら
10
人
、
秋
田
県
か
ら
は
高
橋
雅
昭

建
設
政
策
課
長
ら
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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持
続
可
能
な

　
　
業
界
に
向
け
て
要
請

処
遇
改
善
を
求
め
自
治
体
交
渉

　

潟
上
市
と
大
仙
市
、
美

郷
町
に
対
し
、
仲
間
の
仕

事
と
賃
金
確
保
に
関
す
る

要
望
書
を
手
渡
し
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
項
目
①
適
正
な
賃
金

の
支
払
い
と
法
定
福
利
費

の
確
保
②
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
処
遇
改
善
③
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
対
応

と
普
及
④
公
契
約
条
例
の

早
期
制
定
⑤
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
の
実
施

潟  

上  

市

　

10
月
22
日
、
天
王
支
部

か
ら
門
間
勉
支
部
長
、
昭

和
支
部
か
ら
佐
々
木
善
成

支
部
長
、
本
部
よ
り
船
木

博
美
副
組
合
長
、
鈴
木
賢

治
事
務
局
長
が
参
加
。
潟

上
市
か
ら
鈴
木
雄
大
市
長

ら
４
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

門
間
支
部
長
は
「
現
在

の
建
設
業
界
は
、
高
齢
化

が
進
み
若
い
入
職
者
が
い

な
い
。
適
正
な
賃
金
の
支

払
い
、
週
休
２
日
の
実
現

な
ど
処
遇
改
善
が
喫
緊
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
建

設
業
の
持
続
的
発
展
に
向

け
た
要
請
項
目
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
厳
し
い

現
状
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

鈴
木
市
長
か
ら
「
賃
金

確
保
や
処
遇
改
善
に
向
け

て
み
な
さ
ん
の
要
望
に
応

え
た
い
。
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
ま
だ

ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
の

で
周
知
を
含
め
対
応
し
て

い
く
。
公
契
約
条
例
は
周

辺
市
町
村
の
動
き
も
見
な

が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
は

子
育
・
移
住
な
ど
継
続
し

た
い
」
と
理
解
を
示
し
ま

し
た
。大  

仙  

市

　

10
月
30
日
、
大
仙
・
美

郷
支
部
か
ら
片
野
盛
幸
支

部
長
ら
３
人
と
、
組
合
か

ら
佐
々
木
茂
一
副
組
合
長
、

鈴
木
賢
治
事
務
局
長
が
参

加
、
大
仙
市
側
は
老
松
博

行
市
長
ら
４
人
が
対
応
、

古
谷
武
美
市
議
が
同
席
し

ま
し
た
。

　

片
野
支
部
長
は
「
建
設

業
は
厳
し
い
就
労
条
件
を

背
景
に
、
依
然
と
し
て
就

業
者
の
減
少
が
止
ま
ら
な

い
。
国
が
主
導
し
て
、
建

設
技
能
者
の
賃
上
げ
政
策

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
賃
金
は
わ
ず
か

し
か
上
が
っ
て
い
な
い
。

地
域
産
業
を
支
え
る
建
設

業
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
」

と
現
状
を
訴
え
、
要
請
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

市
側
か
ら
「
最
新
の
労

務
単
価
を
適
用
し
、
週
休

２
日
を
確
保
し
発
注
し
て

い
る
」「
入
札
時
に
見
積

内
訳
書
で
法
定
福
利
費
を

明
示
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

今
後
国
が
示
す
標
準
労
務

費
を
基
に
制
度
構
築
し
て

い
き
た
い
」「
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は

普
及
状
況
を
把
握
し
進
め

て
い
き
た
い
」「
公
契
約

注意喚起のシールを配布

老松市長（左）に要請書を手渡す

鈴木市長（右から２番目）に要請書を手渡す

意見交換の様子

な
支
払
い
を
確
認
し
て
い

る
」「
国
の
施
策
及
び
県

の
制
度
に
順
じ
た
入
札
契

約
制
度
の
改
正
を
行
う
こ

と
で
、
処
遇
改
善
・
担
い

手
確
保
等
に
務
め
て
い

く
」「
町
と
し
て
も
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
登
録

が
建
設
工
事
格
付
け
評
価

の
加
点
対
象
な
ど
も
周
知

に
努
め
た
い
」「
公
契
約

条
例
は
実
効
性
や
先
行
自

治
体
の
状
況
把
握
に
努
め

引
き
続
き
検
討
し
た
い
」

「
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
は
継

続
す
る
方
向
で
検
討
」
と

前
向
き
な
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

労
働
対
策
部
で
は
、「
現

場
か
ら
の
安
全
衛
生
対
策

の
向
上
・
労
働
災
害
防
止

の
徹
底
」
を
重
点
と
し
、

墜
落
・
転
落
災
害
ゼ
ロ
を

め
ざ
す
取
り
組
み
強
化
を

図
る
た
め
、
10
月
16
日
に

た
。

　

片
野
支
部
長
は
「
建
設

技
能
者
の
賃
金
引
上
げ
、

処
遇
改
善
な
ど
持
続
可
能

な
建
設
業
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
ま
し
た
。

　

本
間
副
町
長
は
「
最
新

の
労
務
単
価
、
諸
経
費
で

公
共
工
事
の
積
算
、
週
休

２
日
制
工
事
の
適
用
に
よ

り
建
設
従
事
者
の
処
遇
改

善
に
努
め
て
い
る
」「
受

注
者
に
法
定
福
利
費
を
明

示
し
た
請
負
代
金
内
訳
書

を
提
出
さ
せ
経
費
の
適
切

秋
田
市
内
に
て
労
働
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、

熊
谷
耕
二
労
働
対
策
部

長
・
佐
藤
守
部
員
・
後
藤

貴
事
務
局
員
の
他
、
秋
田

労
働
基
準
監
督
署
安
全
衛

条
例
は
他
の
自
治
体
の
実

効
性
の
確
保
に
つ
い
て
確

認
し
検
討
し
て
い
き
た

い
」「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
は
内
容
を
見
直
し
な

が
ら
長
く
継
続
し
た
い
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

美  

郷  

町

　

11
月
５
日
、
大
仙
・
美

郷
支
部
か
ら
片
野
盛
幸
支

部
長
ら
３
人
と
、
組
合
か

ら
佐
々
木
茂
一
副
組
合
長
、

鈴
木
賢
治
事
務
局
長
が
参

加
、
美
郷
町
側
は
本
間
和

彦
副
町
長
が
対
応
し
ま
し

労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

労
働
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

中建国保に加入のみなさまへ

　７年４月以降、まだ受診していない方は必ず受診して下さ
い。集団健診同様に受診費用は無料です。

○オプション（希望者のみ）※下記の項目は血液検査です。

　・胃粘膜萎縮度検査（ペプシノーゲン）　個人負担2,200円
　・前立腺特異抗原（ＰＳＡ）　男性　　　個人負担1,550円
　・婦人科系検査（ＣＡ125）　 女性　　　個人負担1,750円
　・甲状腺機能検査（ＴＳＨ，ＦＴ3，ＦＴ4） 個人負担4,000円
　・循環器系検査（ＢＮＰ）　 　　　　　 個人負担2,000円

＜申込方法＞
下記の日程から希望する日を選んで、中央健診センターへ直接連絡
して下さい。※各先着15名

◇健 診 日　　１月28日(水)・29日(木)
　　　　　　　２月18日(水)・19日(木)

◇受付時間　  午後１時～２時50分

◇会　　場　　秋田県総合保健事業団　中央健診センター
　　　　　　　（臨海　赤十字血液センター隣）
　　　　　　　〒010-0941
　　　　　　　秋田市川尻町字大川反233-186

◇申込窓口　　中央健診センター

　　　　　　　電話　０１８－８９６－１８６０

１月～２月の未受診者対象健康診断のお知らせ

生
課　

佐
々
木
貴
規
地
方

産
業
安
全
専
門
官
・
全
国

労
働
基
準
関
係
団
体
連
合

会
秋
田
県
支
部　

齋
藤
孝

一
指
導
員
が
同
行
し
４
件

の
現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
だ
っ
た
た

め
、
作
業
を
し
て
い
な
い

現
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
作
業
中
の
リ
フ
ォ
ー

ム
現
場
１
件
・
新
築
工
事

現
場
３
件
を
訪
問
し
足
場

の
設
置
状
況
や
建
物
内
部

の
安
全
確
保
状
態
等
を
確

認
し
ま
し
た
。
内
部
造
作

に
係
る
作
業
状
態
は
概
ね

良
好
な
現
場
が
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
が
、
足
場
で
は

中
さ
ん
や
幅
木
の
設
置
不

備
や
ネ
ッ
ト
が
た
た
ま
れ

た
状
態
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
現
場
も
あ
り
、
専
門

官
よ
り
改
善
・
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
丸
ノ

コ
へ
の
安
全
カ
バ
ー
の
不

備
や
確
認
済
証
等
の
表
示

物
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

へ
の
注
意
・
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。

　

墜
落
・
転
落
災
害
の
原

因
で
最
も
多
い
と
さ
れ
る

は
し
ご
や
脚
立
作
業
へ
の

注
意
喚
起
と
し
て
作
成
し

た
「
脚
立
貼
付
け
用
注
意

喚
起
シ
ー
ル
」
を
職
人
た

ち
へ
配
布
す
る
と
、「
こ

れ
は
と
て
も
良
い
シ
ー
ル

だ
。
脚
立
使
用
時
に
目
に

留
ま
る
の
で
早
速
貼
ら
せ

て
も
ら
う
よ
、
あ
り
が
と

う
」
と
好
印
象
の
様
子
で

し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
後
は
組
合

会
館
に
て
総
評
を
行
い
、

引
き
続
き
安
全
衛
生
対
策

の
向
上
に
向
け
た
現
場
パ

ト
ロ
ー
ル
の
継
続
を
確
認

し
ま
し
た
。

※
10
／
15
大
仙
市
大
曲
で

５
現
場
、
10
／
17
能
代
市

で
４
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。
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【
秋
田
東
支
部

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

守
】

　

10
月
５
日
、
秋
田
東
支

部
が
設
立
し
て
十
周
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念

式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
を

秋
田
温
泉
プ
ラ
ザ
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

組
合
本
部
よ
り
、
久
米

成
順
書
記
長
、
佐
々
木
耀

介
青
年
部
長
、
鈴
木
賢
治

事
務
局
長
、
友
好
支
部
か

ら
は
高
橋
敏
郎
千
秋
支
部

長
、
長
谷
部
大
治
河
辺
支

部
長
、
石
田
誠
秋
田
南
支

部
長
を
来
賓
に
迎
え
、
皆

様
よ
り
心
温
か
い
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

参加されたみなさん、お疲れ様でした

名刺交換で交流

設立10周年おめでとうございます

Ｖ２の鈴木さん（左）

ゴ
ミ
拾
い
で
地
域
貢
献

　

総
勢
31
人
で
記
念
式
典

を
行
い
、
そ
の
後
の
祝
賀

会
に
お
い
て
は
東
部
地
区

で
県
議
会
議
員
の
頃
か
ら

交
流
が
あ
る
沼
谷
純
秋
田

市
長
に
も
出
席
を
い
た
だ

き
、
市
長
選
挙
の
お
礼
と

「
建
設
業
界
の
厳
し
い
現

状
を
理
解
し
、
出
来
る
こ

と
は
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
の
貴
重
な
お
言
葉
を
賜

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
余
興
で
は
、
桜

雅
会
（
お
う
が
か
い
）
の

皆
様
方
の
民
謡
や
踊
り
、

当
支
部
員
の
鈴
木
光
弘
さ

ん
に
よ
る
楽
器
演
奏
で
魅

了
し
ま
し
た
。

　

一
年
前
よ
り
準
備
を
し

て
き
た
実
行
委
員
の
川
辺

俊
勝
さ
ん
を
は
じ
め
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

天王支部

飯島支部青年層歓談会

若い方の活躍を
目指して

秋
田
東
支
部
十
周
年

記
念
式
典
と
祝
賀
会
開
催

プレー中も話題は熊
角館支部家族慰安会

で
は
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
、
県
道
１
０
１
号
線
沿

い
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
な
い

　

 

【
天
王
支
部

　
　
　
　
　
　

門
間　

勉
】

　

10
月
19
日
、
天
王
支
部

　

 

【
角
館
支
部

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
☆
Ｆ
】

　

10
月
26
日
、
角
館
支
部

で
は
、
家
族
慰
安
会
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

行
わ
れ
、
17
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

雨
に
も
降
ら
れ
ず
ま
ず

ま
ず
の
お
天
気
の
中
、
花

葉
館
に
隣
接
し
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
、
開
会

式
の
後
、
プ
レ
ー
開
始
。

　

優
勝
は
、
鈴
木
忠
誠
さ

　

「
柿
の
実
を
早
め
に
と

っ
て
し
ま
お
う
」
等
の
対

策
は
、
か
な
り
皆
さ
ん
の

間
に
浸
透
し
て
い
る
よ
う

で
、
各
屋
や
で
柿
の
木
に

実
が
無
い
様
子
。
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
開
い
た
ま
ま
の
車

庫
、
倉
庫
に
熊
が
入
り
込

む
と
、
そ
れ
は
も
う
大
変
。

腹
を
空
か
し
て
居
座
ら
れ

た
ら
、
も
う
恐
怖
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
開
け
た
な
ら
、
必
ず

閉
め
る
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
ね
。

ん
で
し
た
。
去
年
に
続
き

Ｖ
２
で
す
ね
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
プ
レ
ー
中
に

仲
間
た
ち
の
間
で
交
わ
さ

れ
た
会
話
の
中
身
は
、
Ｍ

Ｌ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

に
お
け
る
ド
ジ
ャ
ー
ス
日

本
人
３
選
手
の
活
躍
に
つ

い
て
と
熊
。
熊
に
関
し
て

は
近
隣
で
の
被
害
の
多
さ

に
戸
惑
う
ば
か
り
。
被
害

が
自
分
の
身
に
降
り
か
か

ら
な
い
為
に
何
が
で
き
る

で
し
ょ
う
？

　

 

【
飯
島
支
部
青
年
部
長

　
　
　
　
　

保
坂　

光
太
】

　

飯
島
支
部
で
は
毎
年
秋

の
訪
れ
と
共
に
青
年
層
歓

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
11
月
１
日
に
「
季

節
料
理
け
ん
ち
ゃ
ん
」
に

て
組
合
本
部
、
本
部
青
年

部
長
、
飯
島
支
部
役
員
の

皆
さ
ま
を
ご
来
賓
と
し
て

ご
招
待
し
ま
し
た
。

団
体
生
命
払
込
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

　
確
定
申
告
等
で
組
合
セ
ッ
ト
共
済
の
団
体
生
命

払
込
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組
合
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
か

ら
送
付
い
た
し
ま
す
。

　みなさんが加入している団体生命共済の割戻金が確定し、組合員の出資金へ
振替することとなりました。割戻金を振替することにより、出資金として据え
置くか千円を超える金額を引き出しできるようになります。
　本年度の割戻金の金額は以下の表のとおりとなります。請求、お問い合わせ
はこくみん共済coop秋田推進本部（018-824-6031）へご連絡ください。

区　分 職場番号 金額（円）

組 合 員

一律のみ（71歳以上） 700
Ａ20（61～70） 1,890
Ａ30（51～60） 2,110
Ａ40（50歳以下） 2,170

配 偶 者
Ｂ02（61～70） 1,180
Ｂ03（51～60） 460
Ｂ04（50歳以下） 480

※割戻金額は組合員と配偶
者の合算した金額となり
ます。

※上記の割戻金額は１年間
（令和６年６月から令和
７年５月）在籍した場合
の金額であり、年度途中
に加入した組合員は在籍
した月数により金額が異
なります。

※令和７年６月以降に加入
した組合員は今回の割戻
金はありません。

団体生命共済割戻金について団体生命共済割戻金について団体生命共済割戻金について団体生命共済割戻金について

い
た
以
来
、
最
高
と
な
る

５
名
の
青
年
部
員
の
方
々

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
員
同
士
や
役
員

の
皆
さ
ん
と
色
々
な
意
見

交
換
が
で
き
た
り
、
面
白

お
か
し
く
仕
事
や
家
族
の

こ
と
を
話
し
た
り
、
と
て

も
い
い
雰
囲
気
で
美
味
し

い
お
酒
、
食
べ
物
を
堪
能

で
き
た
会
で
し
た
。

　

飯
島
支
部
で
は
こ
れ
か

　

支
部
内
に
は

若
年
層
の
減
少

と
い
う
課
題
も

抱
え
て
お
り
、

支
部
で
の
行
事

に
中
々
若
い
世

代
の
参
加
者
が

集
ま
り
に
く
い

と
い
っ
た
こ
と

も
多
々
あ
り
ま

し
た
。
今
年
は

私
が
青
年
部
長

を
や
ら
せ
て
頂

ら
も
若
い
方
が
ど
ん
ど
ん

活
躍
で
き
、
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
支
部
を
目
指
し
て

お
り
、
イ
ベ
ン
ト
も
色
々

企
画
中
で
す
。

　

ご
参
加
で
き
る
若
い
組

合
員
の
方
を
特
に
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

「 一人親方労災保険に　　
　加入している皆様へ 」

～保険料納入方法の変更について～
　現在、一人親方労災保険料につきま
して、１期（４月）・２期（７月）・３
期（10月）の各25日（銀行休業日は翌
営業日）に口座振替としていますが、
口座振替不能通知書送付のための郵送
料金の値上がりや、保険料をまとめて
１回での支払いを望む意見がみられる
こと等を考慮し、令和８年度より、年
間保険料（手数料込）を毎年４月25日
（銀行休業日は翌営業日）の口座振替１
回のみへ変更させていただきます。
　ご加入の皆様には大変ご迷惑をお掛
けいたしますが、何卒、ご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

ま
し
た
。
総
勢
19
人
で
、

青
年
部
か
ら
６
人
と
そ
の

子
供
達
４
人
も
参
加
し
て

く
れ
て
、
頼
も
し
い
限
り

で
す
。

　

週
間
予
報
で
は
、
当
初

傘
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま

し
た
が
、
幸
い
晴
天
に
恵

ま
れ
、
運
動
と
も
相
ま
っ

て
さ
わ
や
か
な
気
分
に
な

れ
ま
し
た
。

　

片
道
約
４
km
、
折
り
返

し
は
別
の
道
で
戻
り
、
道

路
端
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ

を
拾
い
ま
し
た
。
終
わ
っ

て
み
る
と
40
ℓ
ゴ
ミ
袋
10

袋
を
集
め
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
「
楽
し
か
っ

た
け
ど
、
疲
れ
た
」
な
ど

ケ
ラ
ケ
ラ
笑
い
な
が
ら
の

感
想
で
し
た
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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● 前回の当選者

　

秋
も
飛
ば
し
て
急
に
寒

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

も
な
く
雪
が
降
っ
て
き
そ

う
で
す
。
果
物
が
大
好
き

な
私
は
、
夏
は
ス
イ
カ
か

ら
梨
（
息
子
が
富
山
か
ら

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
）、

今
は
柿
を
味
わ
い
ご
飯
は

い
ら
な
い
位
で
す
。
食
べ

過
ぎ
に
は
十
分
気
を
付
け

な
い
と
で
す
。

�

（
主
婦　

69
歳)

　

家
の
近
く
に
も
ク
マ
が

出
た
と
の
情
報
が...

雨

が
降
ら
な
く
て
も
傘
を
持

ち
歩
い
て
い
ま
す
。
少
し

は
役
に
立
つ
か
な
と
思
っ

て
。�

（
主
婦　

71
歳)

　

猛
暑
が
終
わ
り
過
ご
し

や
す
い
季
節
到
来
と
思
い

き
や
、
あ
っ
と
い
う
間
に

冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

夏
は
電
気
代
、
冬
は
灯
油

代
と
北
国
で
生
き
て
い
く

の
は
き
び
し
ー
！
し
っ
か

り
着
込
ん
で
体
調
管
理
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

（
主
婦　

50
歳)

　

先
日
、
田
ん
ぼ
の
中
に

い
る
ク
マ
を
見
つ
け
ま
し

た
。
近
く
に
は
道
路
・
線

路
が
あ
り
、
車
や
電
車
が

通
っ
た
り
し
て
も
音
に
は

全
然
動
じ
る
様
子
も
な
し

で
し
た
。
人
里
に
慣
れ
て

い
る
感
じ
が
と
て
も
怖
か

っ
た
で
す
。

�

（
会
社
員　

48
歳)

　

現
場
付
近
で
ク
マ
が
出

没
。
怖
く
て
仕
事
に
な
ら

な
い
。�（
電
気
工　

66
歳)

　解答をハガキかファックスまたはＳＮＳにて、住所・氏名・年齢・電話・職種・支部名と100字以内
の近況もしくはコメントを添えて、組合教宣部宛へお送り下さい。抽選で５名の方に記念品を進呈致し
ます。FAX 018-865-2292 締め切りは、12月15日まで

秋 田 建 労 パ ズ ル
　たて・よこのカギをヒントにマス目を
埋め、Ａ～Ｅの順に並べて下さい。読む
と言葉になります。 読

近者

況
の

解 答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

よこのかぎ
１．�映画の撮影時に「カチン！」と鳴らす
２．�登山のとき、コレをついて
歩くと楽ですよね

３．上映前に済ませておこう
５．�映画のは35㎜
６．映画館の売店で並びます
８．もののサイズ
11．�映画製作本数、観客動員数

とともにトップクラス。「ボリ
ウッド」といえば、どこの国？

13．�ゴジラ、ラドンと並ぶ東宝三大怪獣
15．うっとりしちゃう恋愛映画
17．�香港映画でおなじみの中国
拳法です

18．�サンタさんのソリを引きます
20．�「家」を英語で
23．�リアルな特殊メイクは、職

人さんの○○の見せどころ
25．�地球表面の約４分の１

１．�映画の撮影で、１台のカメラで撮るひと
続きの場面のこと。「ショット」ともいう

４．声はあとから入れます
７．�ど派手な車の追いかけっこのカー○○

○○は、フィクションだから楽しめる
９．張ると素直になれない
10．�ＤＶＤを借りて、昔の映画を観たい
12．酒樽がまとまっています
14．言うまでもなく
16．�金の卵に「きみ、女優になる気はない？」としたり
19．目は心の○○
20．○○○万丈の人生を描いた一代記
21．�野球のチームのこと。野球がテーマ

の映画もいっぱいありますね
22．�時とともになくなること。往年の名作
は色あせない

24．�詐欺師に扮したウィル・スミスが、「フォー
カス」で見せた○○の手さばきは鮮やか

26．�映像が飛び出して見える！劇場で楽しみたいね

たてのかぎ11 22 33 44 55 66

ＤＤ

77 88 99

1010 1111

1212 1313 1414 1515

1616 1717 1818 1919

ＥＥ

2020 2121

ＡＡ

2222 2323 2424 2525

ＣＣ ＢＢ

2626

前回の解答は

三

態
。
自
分
も
生
ま
れ
て
初

め
て
自
然
の
熊
を
目
撃
し

ま
し
た
。
１
メ
ー
ト
ル
以

上
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

正
直
、
人
間
が
素
手
で
敵

う
相
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

犬
の
散
歩
に
も
安
心
し
て

行
け
な
い
始
末
、
早
め
の

終
息
を
願
い
ま
す
。

　

各
地
で
熊
の
出
没
、
人

身
被
害
が
多
発
、
今
年
は

過
去
最
多
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
緊
急
銃
猟
、
自

衛
隊
派
遣
、
警
察
の
銃
器

対
策
部
隊
な
ど
異
例
な
事

編
集
後
記

編
集
後
記

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲

間
同
士
言
葉
を
交
わ
し
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

料
理
、
お
酒
に
舌
鼓
を
打

ち
大
満
足
の
宴
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

酒
も
強
い
し
、
体
も
元

気
は
つ
ら
つ
健
友
会
会
員

ス
ト
し
ま
す
。「
正
常
で

す
」
の
音
声
が
流
れ
ま
す
。

11
年
も
使
用
し
て
い
る
の

で
電
池
交
換
よ
り
も
警
報

器
を
取
り
替
え
る
こ
と
に

達
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
も
始

ま
り
、
声
に
自
信
の
あ
る

人
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

自
分
の
歌
声
に
酔
い
し
れ
、

周
り
か
ら
は
盛
大
な
拍
手

の
嵐
。

　

二
時
間
ほ
ど
の
宴
会
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
会
員
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
声

�（
大
住
支
部
高
橋　

善
郎)

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は

２
コ
ー
ス
回
っ
て
心
地
よ

い
汗
を
か
き
ま
し
た
。
運

動
不
足
に
は
ち
ょ
う
ど
良

い
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

い
っ
ぱ
い
取
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
に
あ
り
が

と
う
。
ま
た
逢
う
日
ま

で
！
次
回
も
楽
し
み
で
す
。

し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
「
電
池
切
れ

で
す
」
が
鳴
っ
た
ら
火
災

警
報
器
を
疑
っ
て
み
て
下

さ
い
。

オ
Ａ

ウ
Ｂ

ジ
Ｃ

サ
Ｄ

マ
Ｅ

電池切れです
元
気
は
つ
ら
つ
健
友
会

　

 

【
健
友
会
会
長

　
　
　
　
　

早
坂
孝
之
助
】

　

10
月
31
日
、
ク
ア
ド
ー

ム
・
ザ
ブ
ー
ン
を
会
場
に

秋
田
市
内
健
友
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
会
員

18
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ク
マ
の
目
撃
情

報
も
あ
る
こ
と
か
ら
グ
ラ

　

 

【
外
旭
川
支
部

　
　
　
　
　

武
田　

健
一
】

　

ち
ょ
っ
と
珍
し
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

突
然
、「
電
池
切
れ
で

す
」
の
音
声
が
流
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
ピ
ッ
ピ
ッ

と
鳴
り
ま
す
。

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
開
催
も

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
現

地
で
の
安
全
確
認
と
会
員

の
強
い
要
望
も
あ
り
プ
レ

ー
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

ク
マ
の
出
没
に
注
意
し

な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
だ
後
、
温

泉
に
入
り
汗
を
流
し
て
宴

　

用
事
を
し
て
い
て
も
、

き
ち
ん
と
聞
こ
え
る
く
ら

い
の
音
量
で
、
び
っ
く
り
。

　

テ
レ
ビ
、
電
灯
、
エ
ア

コ
ン
の
リ
モ
コ
ン
に
は
、

電
池
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、

ス
ピ
ー
カ
ー
が
無
い
の
で

鳴
り
ま
せ
ん
。

　

よ
う
く
聞
く
と
二
階
の

方
か
ら
鳴
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
階
段
を

上
が
っ
て
二
階
の
廊
下
の

上
を
見
る
と
、
防
災
警
報

器
の
赤
い
ラ
ン
プ
が
点
滅

し
て
い
ま
す
。
テ
ス
ト
用

の
紐
を
引
く
と
、「
電
池

切
れ
で
す
」
が
流
れ
ま
す
。

　

寝
室
の
警
報
器
は
月
一

く
ら
い
に
紐
を
引
い
て
テ

　

 

【
能
代
支
部

　
　
　
　
　

後
藤　

徳
行
】

　

こ
す
れ
て
ひ
し
ゃ
げ
た

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
、
道
の

真
ん
中
に
あ
る
。
こ
の
現

場
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
左

側
が
歩
道
そ
し
て
右
が
車

道
だ
。

　

私
た
ち
は
『
車
は
左
側
』

と
頭
に
染
み
こ
ん
で
い
る

た
め
、
こ
の
よ
う
な
角
地

の
運
転
で
は
思
わ
ず
左
に

進
入
し
そ
う
に
な
る
。
左

右
の
道
幅
が
同
じ
こ
と
も

こ
の
場
所
の
特
徴
だ
。
目

の
錯
覚
が
正
し
い
判
断
を

錯
覚
（
さ
っ
か
く
）

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ゾ
ー
ン

File-0
6

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
温
泉
を
楽
し
む

令
和
８
年
度

全
建
総
連
手
帳

発
売
中
一
冊
３
７
０
円

中建国保の加入者へ

インフルエンザの

予防接種に対する補助

　インフルエンザの流行シーズンに入っていま
す。予防と医療費負担の軽減のために補助をし
ています。

◆対 象 者：接種日に中建国保に加入しているすべての人
◆補 助 額：接種費用に関わらず接種１回につき
　　　　　　2,000円（年度内２回まで）
◆申請方法：中建国保の便利帳の申請書、中建国保のホー

ムぺージからダウンロード、または組合事務
所へご連絡ください。

令
和
７
年
12
月
28
日
〜

　
　
　
令
和
８
年
１
月
５
日

６
日
か
ら
平
常
業
務
と
致
し
ま
す
。
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　

事
務
所
年
末
年
始
お
休
み
の
お
知
ら
せ

ひ
し
ゃ
げ
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

鈍
ら
せ
る
危
険

な
場
所
。

　

ふ
い
に
曲
が

っ
た
交
差
点
の

先
に
、
な
に
が

待
っ
て
い
る
か

は
わ
か
ら
な
い
。

初
め
て
行
く
街

で
は
注
意
が
必

要
だ
。
気
を
付

け
よ
う
。

グラウンドゴルフを楽しむ様子

参加されたみなさん


